
 

～つながれ 千代田の絆～                          令和６年１１月１８日発行 

《受賞作品》 
「高めよう 防犯意識 高め合おう 地域の絆」 
「見てちゃんと うそか本当か その言葉」 
「家の施錠 家族を守る 堅い盾」 
「だまされない 電話の向こうは 知らぬ人」 
「カギかけよう その心がけが 自分を守る」他 

【協力してゴミを集める生徒】 

  

 

 

 

秋も深まり、木々の葉が色づき始めました。朝晩の冷え込みが増し、冬の訪れを感じる季節となりました。

保護者や地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に対しまして、ご支援とご協力をいただいておりますこ

とに、厚くお礼申し上げます。今年度の教育活動は、大きな行事を終えて、落ち着いて学習に取り組んでい

ます。生徒一人一人が、自分の持ち味を生かしつつ、一層磨きをかけられるよう、取り組んでいきます。保

護者や地域の皆様にも、生徒への温かい言葉かけをお願いできたら幸いです。 

進路関係では、昨年度より公立高校がＷｅｂ出願となり、本番に備えて県下一斉に試行が実施されたとこ

ろです。その他に、これまでの学校の取組や子どもたちの様子を「学校だより」としてお知らせします。 
 
 

学校から、地域から、ペップトークで心豊かなまちづくり ～千代田地区教育講演会～ 
 
まちづくり推進協議会主催の教育講演会は、千代田地区の３

小中学校で毎年順番に行われています。今年度は千代田中学校

で、１１月１日（金）に日本ペップトーク普及協会の三森啓文

先生を講師にお招きし、生徒や教職員、そして保護者や地域の

方々も参加して「ペップトーク」を学びました。 

ペップトークとは、シンプルでポジティブ、そして前向きな

言葉で相手のやる気を引き出すコミュニケーションスキルで

す。講演では、大リーグで活躍中の大谷翔平選手が「憧れるの

をやめましょう」とＷＢＣのチームメートを激励した内容を例

に、受容・承認・行動・激励の流れを学びました。また、生徒 【お礼の言葉と花束を贈る生徒会役員】 

４人グループで自分や仲間を励ます三三七拍子を作成しました。 

 温かい前向きな言葉がたくさん飛び交うことで心と心が繋が 

り、ひまわり畑のひまわりのように、千代田地区にたくさんの 

笑顔が広がっていくことを期待しています。 
  
高めよう 防犯意識 高め合おう 地域の絆 ～青パト防犯標語コンクール～  

 千代田防犯パトロール隊主催の「第１回青パト防犯標語コン

クール」に千代田中学校からたくさんの生徒が応募しました。

空き巣や忍び込み、スマホを利用した特殊詐欺などから、家族

や友達、自分を守るために気を付けたいことを標語にし、防犯

に注意すべきことを考えました。 

受賞者は、１０月１３日（日）に小学校の防犯ポスターコン

クール受賞者とともに表彰式に参加し、稲沢市長やまちづくり

推進協議会会長などから賞状や記念品をいただきました。 

市長賞に輝いた標語はのぼり旗に印刷され、千代田中学校の

玄関や昇降口に掲げられています。この標語を毎日登校して

くる生徒、そして保護者、地域の方々の目に触れることで、

防犯意識を高めるとともに、地域の絆を高め合い、千代田地

区がより安心安全な地域になってほしいと思います。 

      
 

千代中生 地域貢献中 ～クリーンキャンペーン～ 
 
今年度から千代田小学校６年生とともに行う予定であった「クリー

ンキャンペーン」が雨で中止となり、１０月９日（水）に本校のみで

行いました。学級ごとに、道ばたに落ちているお菓子の袋やペットボ

トルを拾いました。短い時間でしたが、全員が一丸となって活動をし

たことで、たくさんのゴミを集めることができました。地域のために

できることを一つ一つ実践していきたいと思います。また、来年度、

小学校と連携して活動できることを楽しみにしています。 

【目指す生徒像】 

〇  「こうどう」する生徒 

〇  絆を大切にする生徒 

【昇降口に掲げられたのぼり旗】 

《生徒作品》 
「いつも 元気に 通うぞ学校」 
「やるぞ 見える 明るい未来」 
「みんな 繋げ 千代田の絆」 
「ここで 行くぞ チャンスをつかめ」他 


